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平成 29 年度国立大学法人東京海洋大学第 3回教育研究評議会議事要録 

日 時 平成 29 年 6 月 6日（火）15 時 30 分～17時 00 分 

場 所 本部管理棟第一会議室（品川地区） 

出席者 竹内学長、苫米地理事（兼：事務局長）、稲石理事、東海理事、 

    神田副学長（兼：学術研究院長）、和泉副学長、 

    佐藤海洋生命科学部長（兼：附属図書館長）、塚本海洋工学部長、 

    岡安海洋資源環境学部長、井関研究科長、 

    長島評議員、金岡評議員、遠藤評議員 

オブザーバー：青山監事、久保田監事 

事務担当者：中里総務部長、片田財務部長、大髙学務部長、ほか事務関係者 

 議事に先立ち、前回会議承認済みの議事要録を確認した。 

審議事項 

1 平成 28 事業年度に係る業務の実績に関する報告書について 

  学長から資料 1に基づき、報告書案について説明があり、審議の結果、原案通り承認

した。なお、経営協議会及び役員会の審議を経て、6月末までに国立大学法人評価委員会

に提出予定である旨の補足説明があり、軽微な字句修正等については学長に一任するこ

ととした。 

2 学長候補適任者の推薦について 

  学長から資料 2に基づき、学長選考会議議長から教育研究評議会議長に対し学長候補

適任者の推薦依頼があった旨の報告及び推薦の回答期限等について説明があった。 

  引き続き、学長から、「国立大学法人東京海洋大学教育研究評議会が学長選考会議に

推薦する学長候補適任者の選考に関する規則」に基づき、学内推薦投票管理委員会を設

置し、教育研究評議会から委員 1名を選出する旨の説明があり、審議の結果、長島評議

員を選出した。また、各学部の教授会構成員から選出する委員（各 1名）については、

各学部長に選出依頼があった。 

  続いて、総務部長から、今後の学長選考日程案等について説明があり、同日程に沿っ

て進めていくことを確認した。 

3 東京海洋大学における教員の個人活動評価指針の一部改正について 

  苫米地理事から資料 3-1～3-3 に基づき、教員の個人活動評価指標検討部会での検討を

経た改正案について、前回審議資料からの変更箇所及び評価基準等の説明があり、種々

意見交換を行い、審議の結果、承認した。なお、本件について学術研究院長及び各学部

長に関係教授会等での説明依頼があり、意見集約の上、次回の本会議で審議することと

した。 
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4 非常勤教員への称号付与について（プロジェクト関連） 

  神田副学長から資料 4-1 及び 4-2 に基づき、プロジェクト教員 1名に対する「特任助

教」の称号付与について説明があり、審議の結果、承認した。 

  引き続き、神田副学長から資料 4-3 及び 4-4 に基づき、プロジェクト教員 1名に対す

る「特任教授」の称号付与について説明があり、審議の結果、承認した。 

報告事項 

1 平成 28 年度卒業・修了者の進路状況について 

  稲石理事から資料 5に基づき、平成 29年 5月 1 日時点の卒業者、修了者等の進路状況

について報告があった。 

2 OQEANOUS（「日中韓版エラスムス」を基礎とした海洋における国際協働教育プログラム）

に係る協定の締結について 

  東海理事から資料 6-1～6-3 に基づき、6月 1日に締結した OQEANOUS プログラムに係る

協定等の概要について説明があり、種々意見交換を行った。 

3 諸会議等の報告について 

（学長） 

 ・国立大学協会通常総会について 

（稲石理事） 

 ・学生支援委員会について 

 ・全学教育・FD委員会について 

 ・進路指導対策委員会について 

（東海理事） 

 ・国際交流等推進委員会について 

（和泉副学長） 

 ・JST 地域産学バリュープログラムについて 

 ・三陸サテライトについて 

以上 

（配付資料） 

〇平成 29年度国立大学法人東京海洋大学第 2回教育研究評議会議事要録 

資料 1「平成 28 事業年度に係る業務の実績に関する報告書」 

資料 2「学長候補適任者の推薦について（依頼）」外 

資料 3-1「東京海洋大学における教員の個人活動評価指針の一部改正（案）新旧対照表」 

資料 3-2「教員の個人活動評価 評価基準【教育】案」 
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資料 3-3「平成 29年度教員の個人活動評価 総合評価算出の例」 

資料 4-1「東京海洋大学プロジェクト教員選考報告書」 

資料 4-2「東京海洋大学プロジェクト教員選考資料」 

資料 4-3「東京海洋大学プロジェクト教員選考報告書」 

資料 4-4「東京海洋大学プロジェクト教員選考資料」 

資料 5「平成 28 年度卒業・修了予定者の進路状況」外 

資料 6-1「OQEANOUS（オケアヌス）「日中韓版エラスムス」を基礎とした海洋における国際

協働教育プログラム」 

資料 6-2「AGREEMENT ON STUDENT AND CREDIT EXCHANGE AMONG Shanghai Ocean University, 

Shanghai, China Tokyo University of Marine Science and Technology, Tokyo, Japan 

AND Korea Maritime and Ocean University, Busan, Korea,」 

資料 6-3「Agreement for the Double Degree Program of the Master's Level between Tokyo 

University of Marine Science and Technology and Korea Maritime and Ocean University」 


